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◆３教科・共テ範囲大詰めの知力祭（その３） 

 共通テストの設問は、全て教科書の学習内容

をもとに作成されています。したがって、共テ

攻略の鍵は、教科書で学ぶ内容をいかに理解し、

そして使いこなせるかという点にあります。 

「教科書レベル＝基礎」は「簡単」ととらえる

のではなく、「教科書レベル＝基礎」は「基本。

絶対に出来なあかん部分」である――というこ

とは、これまでも述べてきたところですよね。 

 冒頭の一文、より厳密には「共通テストの設

問は、全て１・２年で手にする教科書の学習内

容をもとに作成されています」――です（もち

ろん地理探究や政経・倫理など生野高校のカリ

キュラム上、３年ではじめて手にする教科書も

含むので多少の例外はあります）。さて、その

１・２年の教科書レベルの内容も、国語・数学・

英語及び理科の基礎分野（と、情報）において

は、この後期中間考査の範囲で概ねひと通り学

習済みとなりました。数学ＢＣでは共テ出題単

元のまだ半分が残っていますし、理科の「基礎

なし」と地歴公民は、３年で扱う範囲がまだま

だ残っています。国公立２次や私大入試に向け

て３年の授業も大切なのですが、ひとまず共テ

の国数英は現段階の学習内容でほとんどが対応

出来ます。これら既習事項の精度をどんどん高

めていきましょう。 

10 月模試の解き直しを 11/6(月)としました。

きっちり取り組んで提出した人は、試験３週間

前から試験勉強をスタートさせたのと同じ効果

を持ちます（もちろん、それをねらってこの期

限に設定してあります）。模試で苦戦した問題が

どれなのか。解き直しを経て、解けるようにな

ったのか。それとも、解き直しを経ても“次は

大丈夫”と確証を持てないのか――もしそうだ

としたら、どうすれば“次は大丈夫”に出来る

のかを、授業担当の先生に質問に行きましょう。

模試の解き直しを提出はしたけれど、形ばかり 

 

で中身をほとんど伴っていない人や、未だに提

出をしていない人――３年に比べてまだ焦って

いない現段階でこうした学習への取組みが十全

に出来ないならば、気持ちに焦りが生じる３年

で出来るはずがありません。冒頭の共テ攻略の

鍵を、もう一度確認しましょう。学んだことを

理解し、使いこなす。すなわち“自分のものに

する”ためには、何度も試行（アウトプット）

あるのみです。試行（アウトプット）して、出

来ない部分を発見して、出来るように授業内容

を見直して（インプットし直して）、再び試行（ア

ウトプット）する。「早くから試験勉強すると試

験直前に忘れてしまう」などと未だに考えてい

る人はいませんか？それは中学生型（中学５年

生型）の学習方法です。「試験前に忘れてしまう」

――それで結構。忘れた部分＝分かっていない、

自分のものになっていない部分です。そこが試

験前に明らかになって良かったと思ってくださ

い。“早く”から始めるのではなく、“もっと早

く”から始める。その後の試行で忘れている部

分が明らかになったならば、その部分の見直し

をする――この繰り返しで、試験直前の「忘れ

てしまう」部分を、より小さく出来るはずです。 

 実のところ、学校側から働きかけられるのは

せいぜいペースメイクや習慣付けといった“枠

組み”に限られます。学習時間調査、小テスト、

模試や定期考査の解き直し――これらは全て枠

組みに過ぎません。その枠組みに、どんな中身

を詰めるのか。中身を詰めることは、他の誰に

代わってもらうことも出来ない、みなさん自身

だけが可能な営みなのです。修学旅行が具体性

を伴って近付いてきて浮足立ってしまうことが

分からないではありませんが、３年次科目選択

の提出〆切も、国数英の共テ出題範囲が大詰め

となる後期中間考査も迫ってきています。メリ

ハリ・切り替えを意識して取り組むべき 11 月

です。 
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＊11/29(水)まで１・３年生は平常授業期間です。 

休み時間・下校時、及び、放課後の教室・ 

Ｉルームで勉強する際は、他学年の授業の 

妨げとならないよう充分に注意しましょう。 

＊競技かるた部の活動や、３年の試験教室の 

整備があるため、放課後の自習に多ⅣＢ・ 

多Ⅲ教室を使用しないこと。 

 

＜教室開放スケジュール＞ 

 教室 Ｉルーム 

11/17(金)～21(火) 17：40 18：15 

22(水) なし なし 

24(金)～28(火) 16：30 18：15 

29(水) 16：30 16：20 

 

＜後期中間考査 時間割＞ 

日時 文系 理系 

11/24 

(金) 

1 数Ⅱa (60分) 数Ⅱa (60分) 

2 生物  (40分) 物／生(60分) 

3 化学  (40分)  

11/27 

(月) 

1 現文 (60分) 現文 (60分) 

2 英Ｒ (80分) 英Ｒ (80分) 

11/28 

(火) 

1 数Ⅱb (60分) 数Ⅱb (60分) 

2 日／世(40分) 化学 (60分) 

11/29 

(水) 

1 古典 (60分) 古典 (60分) 

2 地理 (40分) 地理 (40分) 

11/30 

(木) 

1 英Ｗ (60分) 英Ｗ (60分) 

2 公共 (40分) 公共 (40分) 

 

◆当面の予定 

11/13(月) 学校見学会代休 

  16(木)LHR 学年集会（修学旅行） 

17(金) 修学旅行追加費用の振込み期限 

前期期末考査１週間前突入 

    放課後教室開放（～11/29水） 

  18(土) GLHS阪大ツアー 

  24(金) ３年次科目選択 最終〆切 

  24(金)～30(木) 後期中間考査 

 


